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【セッティング】30 歳から 74 歳までの滋賀県長浜市在住の市民を公募し、2007 年か
ら 2010 年に初回調査を行った。 
【参加者】初回調査の参加者 10082 人から、同意の撤回、データの欠損があった参加
者、矯正治療や外傷性、歯の萌出異常など炎症性な疾患以外の理由による歯の喪失が




Cardio-Ankle Vascular Index (CAVI)を測定した。CAVI と喪失歯数の関係について
年齢、性別、Body Mass Index、喫煙の既往、Hemoglobin A1c、インスリンまたは糖
尿病治療薬使用の有無を調整変数とした単回帰分析、および重回帰分析を行った。さ
らに性別と年齢、喪失歯数の交互作用項を用いた解析を行った。 
【結果】参加者の平均年齢は男性が 56.0 歳、女性が 53.3 歳で参加者のうち 67％が女
性であった。高血圧、糖尿病、喫煙の既往など動脈硬化のリスク因子を有する割合は
男性の方が多く、喪失歯数の中央値は男性が 4.3 本、女性が 3.2 本と男性の方が多く、
CAVI についても男性が 7.9、女性が 7.2 であり男性の方が高い値を示した。重回帰分
析の結果、喪失歯数と CAVI に有意な相関を認めた(ß=0.04 95% CI: 0.02 to 0.06)。また、
性別と喪失歯数の交互作用項に有意な関連が認められた(ß for interaction=-0.05 95% CI: 

















化の指標として Cardio-Ankle Vascular Index (CAVI)を測定した。CAVI と喪












  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 25 年 2 月 25 日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
 
 
 
 
